
 

 

地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 泉田防犯パトロール隊 

２事業名 泉田地区住宅対象侵入盗対策事業 

３事業実施 

結果 

泉田地区の住宅対象侵入盗の撲滅を図るために、ドロボウが嫌う「防犯の

４原則」の中でも地域の目（パトロール）に重点を置いた活動・事業を展開

しました。 

 

〇泉田町の現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年８月、泉田地区での住宅対象侵入盗は０件ですが、近隣地区では

８件発生しています。 

 

犯罪者は地域の下見を行う。→犯罪者を寄せ付けない「バリア」をつくる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇実施事項 

１．活動の活発化（防犯パトロール体制の強化） 

◎隊員数は 110名から 115名へ増加 

 

 ①夜間の防犯パトロール体制 

  月４回の班別パトロールと、月１回の一斉パトロールを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②昼間の防犯パトロール体制 

  ・10 日で１～２回の実施であったパトロールを、週２～６回へ拡大し

て実施しました。 

  ・富士松南小学校一斉下校パトロールを実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③青色防犯パトロール体制 

 ・市青パト：月４回→月 16回実施 

 ・地区青パト：月２回→月７回実施 

 

 

 

 

 

 

 

富士松南小学校一斉下校パトロール 

県・市担当者と合同パトロール 



２．防犯啓発活動 

 ○「泉田防犯パトロールニュース」を作成し、全戸配布を行いました。 

  2,369戸×７回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．犯罪防止環境整備 

①防犯資材整備 

 隊員へ誘導灯を 200本配布しました。 

 

 

 

 



 ②ステッカー設置 

 ドロボウ・不審者等の侵入、覗きを防止するため、「防犯装置作動中」ス

テッカー200枚を、各家庭の玄関（道路から見える場所）に貼りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③のぼり旗の設置 

 町内公共施設や交差点など、目につきやすい場所にのぼり旗を 19 本設置

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

 ○成果 

 ・泉田防犯パトロール活動（地区・組パトロール、地区・市青パト車、子

ども見守り隊）は、ほぼ毎日どこかでパトロールを行っており、小回り

の利いたパトロール活動が展開でき、バリアができてきました。 

 ・「防犯装置作動中」ステッカーは、ドロボウ・不審者を泉田地区へ侵入

させない抑止効果を発揮しました。 

 ・愛知県、刈谷警察署、刈谷市役所、教育機関などから発信される情報を、

タイムリーに住民へ共有できました。2,369戸に「泉田防犯パトロール

ニュース」を７回発行し、配布したことにより、防犯意識の高揚を図る

ことができました。中でも、「あなたの家の防犯診断」や「泉田町住宅

対象侵入盗発生件数」は大きな反響がありました。 

 

 ○課題 

  隊員は、高齢者（75 歳以上）が大半であり、75 歳以下の中年者の入隊

が困難な状況です。 

 

（２）今後の取組み 

 ・愛知県、刈谷警察署、刈谷市役所、教育機関などから発信される情報を、

タイムリーに各家庭に発信します。さらに、地区内広報板（７ヶ所）へ

も貼りだします。 

 ・今回、愛知県警察防犯活動専門チーム「のぞみ」の防犯教室・寸劇、刈

谷警察署「防犯教室・講演会」などを計画していましたが、実施できま

せんでした。それらを今後実施したいです。 

 


